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研究開発期間 平成２４年度～平成２７年度（４年計画） 

項  目 要  約 

１．研究開発の概要 高燃焼度軽水炉や革新炉、核変換システムなどマイナーアクチ

ノイド（MA）の存在割合が多い原子炉体系の安全性に関わる動特

性予測精度の向上を図るため、代理反応による MA 原子核等の核分

裂核種の核分裂片質量数分布の系統的測定手法と独立収率の計算

手法、核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の計算手法を開発し、

これらを統合して総和計算による遅発中性子収率予測精度の高精

度化を行うことを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）代理反応による核分裂片質量数分布の系統的測定 

２）核分裂片の崩壊熱と遅発中性子収率の研究 

３）核分裂片独立収率計算手法の開発 

４）核データ及び原子炉動特性の評価 

 

２．総合評価 MA 専焼炉等の動特性評価を高度化する上で重要な核データの整

備を可能とする研究であり、事業は計画通り順調に進捗している。

MA 等の核分裂片に関する遅発中性子収率等について高精度のデー

タが得られつつあり、今までにない新しい手法を開発して進める

等世界が注目する新知見が期待できる。今後も以下の点に留意し

て研究を完遂することを希望する。 

１．原子力利用において重要な課題であり、安全性評価の分野か

らのニーズにも沿った着実な進展を期待するとともに、広く

利用できる成果を、わかりやすくまたタイムリーに発信する

こと。 

２．当該分野の専門家が少なくなっている現状から、知識継承の

ためにも研究開発を着実に進めること。 

 

Ａ．期待以上もしくは期待通りの成果が見込め、継続すべきである。 

Ｂ．ほぼ期待通りの成果が見込め継続すべきであるが、計画の一部見直しが必要である。 

Ｃ．進捗に大きな遅れがあるなど、成果がほとんど見込めない。 
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